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1.目 的  用 水計画に水 日の水需要量が与える影響は大きい。 しか し近年,米 の生

に調整や スプロール化によ り水 田地区に転作畑や宅地が混在 し,地 下水位 の低下や

唯畔浸透量の増加 による一筆水 田の水需要量の増大が懸念 されている。そ こで,本

研究は周辺圃場の土地利用変化が水 田の水需要へ与える影響 を解明 し,水 需要量の

変化の実態 を求めることを目的 とす る.

H.研 究方法  調 査対象は用排分離型の隣接す る三筆の水 田とし,方 角 に従 って東

側水 田,中 央水 田,西 側水 田とした。水稲栽培期間の取水量,排 水量〉降雨量,湛

水深 ,蒸 発散量を滅1定 し,水 収支式 を用いて 日減水深 を求める。 さらに,N型 減水

深測定器 による測定 もあわせて行 つた。また,減 水深 に影響 を与えると思われ る地

下水位 ,排 水路水位及び近隣の三水川の水位 の測定を行 つた。今年度は集回転作に

よ り,調 査圃場周辺において非湛水城が増加 した。 この転作の影響 を明 らかにす る

ため,同 圃場 において行 った昨年度の調査結果 と比較 した.

II.結 果及び考祭 測 定結果 を表に示す。《水収支について》 湛水期間の地下水位

の低下は確認 できなかったが,各水 田の水需要量 と減水深は増加す る結果 となつた。

特に昨年度は負の値 を示 した西側水 田の減水深が今年度は一変 して増加 し,湛 水深

の影響 を受 けて変動す るよ うになつたので降下浸透が増大 した と考え られ る。また

増大 した降下浸透 によって湛水位維持が困難 とな り取水量が増加 した ,地 下水の高

水位時は降下浸透 量の減少 による減水深の低下が予想 され るが ,測 定値 は共に増大

す る結果 となった。 よって今回測定 した地下水位 は地下浅水の
一
部であると考え ら

れ ,実際に減水深に影響 を及ぼすのは地区導位 の広域な地下水位 である と思われ る.

《二筆減水深について》 隣 接す る二筆の水 田を
一筆の水 田として考えて水収支計

算 を行 い,そ の減水深 を二筆減水深 とす る。そ して二筆減水深 と一筆減水深 を比較

す ることによ り,畦畔 を介 した流出入 を相対的に評価す る.東‐中央二筆の結果よ り,

中央水 田か ら畦畔 を介 し東側水 田へ流入す ることが明 らかになつた。また,東 側水

田と西側水 田の減水深が酷似す ることか ら中央口西二筆は東‐中央二筆 と似た結果 と

な り,よつて中央水 田か ら両隣の水 田への畦畔浸透による流出があると考 えられ る.

W,総 括  周 辺圃場の土地利用変化によつて地下水位 の低下が予想 されたが ,日 面

付近の地下水位は低 下 していなかった。 しか し,減 反 による非湛水域 の増加 によつ

て広域の地下水位 が低下 していることは十分に起 こ りえることであ り,実 際に減水

深 は増加傾 向がみ られた。以上の結果か ら,周 辺圃場の土地利用変化は減水深 を増

大 させて水 日の水需要量や水管理に影響 を与えた と考 えられ る.
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